
6月15日に8人が一般質問をしました。
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一般質問項目一覧表

一般質問とは…�議員が村長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来に対する方針
など、諸問題について報告や説明を求めたり、質問することをいいます。

①上　田　光　彦　議員……………………………………… 3ページ
	 １．渚住宅販売完了の総括と、今後の住宅開発は…
２．空き家空き地対策　村の施策は

②小　川　政　徳　議員……………………………………… 4ページ
	 １．避難所の利用状況そしてＷｉ－Ｆｉ環境の整備を…
２．洪水のリアルタイムな警告を…
３．仮ナンバーとは

③鈴　木　康　祐　議員……………………………………… 6ページ
	 １．役場と土地改良区の垣根をなくせ…
２．竹之郷地内の地下道の湧水対策を…
３．学校環境衛生基準

④加　藤　光　彦　議員……………………………………… 7ページ
	 １．名古屋環状２号線の完成を見据えた施策は…
２．防犯カメラの運用を問う

⑤橋　　本　　渉　議員……………………………………… 9ページ
	 １．健康の森は子どもやお年寄りが利用できる公園にせよ…
２．プール・温泉の回数券を割引販売せよ

⑥伊　藤　秀　樹　議員…………………………………… 10ページ
	 １．観光先進地と積極的に交流し参考にせよ…
２．友好都市と庶民レベルの交流を深めよ

⑦渡　邉　一　弘　議員…………………………………… 11ページ
	 １．義務教育学校を目指せ…
２．学園体育館に空調設備を

⑧服　部　康　夫　議員…………………………………… 12ページ
	 １．健康の森改修工事…
２．ふれあい温泉の修繕は
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一
　
般
　
質
　
問

　
　
最
初
の
計
画
か
ら

約
20
年
が
経
過
し
、

今
年
４
月
の
販
売
で
応
募
者

多
数
の
中
、
全
区
画
の
販
売

が
完
了
し
た
が
、
事
業
の
総

括
を
。

　
○
村
長

渚
地
区
の
住
宅
開

発
は
、
地
元
役
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
地
域
住
民
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

実
質
的
に
住
宅
地
の
開
発

候
補
地
と
し
て
、
渚
地
区
を

選
定
し
て
か
ら
７
年
弱
を
要

上
田
光
彦
議
員

　

し
ま
し
た
が
、
優
良
な
農
地

を
住
宅
地
と
し
て
村
が
開
発

す
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関

と
の
調
整
に
非
常
に
多
く
の

困
難
が
あ
り
、
関
係
各
位
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く

実
現
で
き
た
事
業
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
開
発
許
可
に
時
間

が
か
か
っ
た
理
由
は
。

　
○
企
画
課
長

優
良
農
地
を
住
宅

地
と
し
て
開
発
す
る
た
め
に
、

愛
知
県
と
の
協
議
に
時
間
を

要
し
た
た
め
で
す
。

　

　
　
一
度
き
り
の
住
宅

地
販
売
で
は
近
い
将

来
の
人
口
減
は
明
ら
か
で
す
。

候
補
地
の
調
整
に
一
番
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
早
い
時
期

の
計
画
の
発
表
を
求
め
ま
す
。

　
○
村
長

村
全
体
を
考
え
、

一
気
に
開
発
を
進
め
る
こ
と

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
問
題
か

ら
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て

お
り
、
現
時
点
で
は
、
新
規

住
宅
開
発
に
つ
い
て
具
体
的

な
計
画
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
３
年

程
度
、
渚
地
区
の
住
宅
販
売

の
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

検
証
期
間
を
設
け
、
そ
の
上

で
妥
当
性
を
判
断
し
な
が
ら

次
の
計
画
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

　
・
空
き
家
バ
ン
ク
の

実
績
は
。

・
空
き
家
の
数
は
。

　
○
村
長

空
き
家
バ
ン
ク
と

は
、
地
方
公
共
団
体
が
住
民

か
ら
空
き
家
の
情
報
を
募
り
、

空
き
家
の
利
用
を
希
望
す
る

人
に
物
件
情
報
を
提
供
す
る

制
度
で
本
村
で
は
過
去
に
２

件
の
物
件
で
事
案
が
あ
り
ま

す
。空

き
家
の
数
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
及
び
税
務
課
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
空
き
家
と

な
っ
た
家
屋
の
情
報
を
集
約

し
、
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
空
き
家
所
有

者
に
対
し
意
向
調
査
を
行
う

予
定
と
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
空
き
家
情
報
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
県
な
ど
の
広
域
に

空
き
家
バ
ン
ク
情
報

を
登
録
で
き
な
い
か
。

上
田
光
彦
議
員

　　

Q
渚
住
宅
地
販
売
完
了
の
総
括
と
、今
後
の
住
宅
開
発
は

�
検
証
期
間
を
設
け
、�

�

次
期
計
画
の
妥
当
性
を
判
断
す
る

Q 空き家空き地対策　村の施策は

空家等対策協議会組織の検討をします

販売が完了し建築も進んできた渚住宅地
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○
建
設
課
長

村
の
空
き
家
情
報

は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開

示
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
充

実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
空
き
家
情
報
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

村
内（
臨
海
部
以

北
）の
空
き
家
面
積

と
渚
住
宅
面
積
の
比
率
は
。

　
○
建
設
課
長

村
が
販
売
し
た
渚

住
宅
地
の
面
積
を
１
０
０
と

　

し
た
場
合
、
空
き
家
の
面
積

は
95
％
と
な
り
ま
す
。

　
　
渚
住
宅
地
と
ほ
ぼ

同
じ
く
ら
い
の
面
積

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
民
間

の
建
設
業
者
、
有
識
者
の

方
々
と
自
治
体
が
案
を
出
し

合
っ
て
空
き
家
の
利
活
用
を

検
討
す
る
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
○
村
長

有
識
者
を
含
め
た

協
議
会
の
設
置
を
今
後
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

　
　
各
地
区
に
建
設
さ

れ
た
避
難
所
の
利
用

状
況
は
？
今
後
有
効
な
利
用

方
法
が
あ
れ
ば
提
示
し
て
ほ

し
い
。

　
○
村
長

各
避
難
所
は
毎
年

の
防
災
訓
練
は
も
と
よ
り
、

宿
泊
訓
練
や
地
区
独
自
の
防

災
研
修
並
び
に
夜
間
避
難
訓

練
な
ど
に
利
活
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

災
害
時
に
備
え
、
今
後
は
、

子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
様
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の

方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る

小
川
政
徳
議
員

　

よ
う
各
種
行
事
と
併
せ
た
避

難
所
の
活
用
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
熊
本
地
震
で
の
被

災
地
支
援
で
は
、「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」が
積
極
的
に
活
用

さ
れ
、「
既
読
」機
能
が
関
係

者
間
の
情
報
共
有
、
安
否
確

認
に
も
役
立
っ
た
。
被
災
者

だ
け
で
な
く
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
支
援
者
の
情
報

収
集
を
素
早
く
快
適
に
行
う

た
め
、
避
難
所
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
環
境
が
整
備
さ
れ
快
適
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ

て
ほ
し
い
。

　
○
村
長

災
害
時
は
、
携
帯

電
話
に
よ
る
通
話
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
避
難
所

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
、

避
難
者
に
と
っ
て
有
効
な
通

信
手
段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

　

ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
、
そ
の

有
効
性
を
検
証
し
、
設
置
方

法
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
「
洪
水
危
険
度
見

え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
○
村
長

国
土
交
通
省
の
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
の

「
洪
水
危
険
度
見
え
る
化
プ

小
川
政
徳
議
員

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、
河
川

の
水
位
情
報
を
上
流
か
ら
下

流
ま
で
の
連
続
し
た
情
報
と

し
て
視
覚
的
に
提
供
す
る
な

ど
し
、
洪
水
の
危
険
度
を
わ

か
り
や
す
く
河
川
管
理
者
か

ら
自
治
体
や
住
民
に
伝
え
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q�

避
難
所
の
利
用
状
況�

�

そ
し
て
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を

災
害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
検
討
す
る

Q�

洪
水
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
警
告
を

災
害
時
の
避
難
行
動
の

�

周
知
を
図
る

母
子
を
対
象
に
し
た
避
難
訓
練
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住
民
の
自
主
避
難
、

「
避
難
準
備
」「
避
難

勧
告
」「
避
難
指
示
」な
ど
の

ラ
ン
ク
が
複
雑
で
わ
か
り
に

く
い
。
危
険
度
や
対
処
方
法

の
説
明
を
。

　
○
総
務
課
長

災
害
時
に
は
、
そ

の
状
況
に
よ
っ
て
、「
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
」、「
避
難
勧
告
」、「
避
難

指
示
」を
発
令
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
発
令
時
に
、

　

と
る
べ
き
避
難
行
動
を
事
前

に
理
解
い
た
だ
く
こ
と
は
重

要
で
す
の
で
、
今
年
度
作
成

す
る
減
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

は
じ
め
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
、
避
難
行
動
の
事
前
周
知

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
令

時
に
も
、
と
る
べ
き
避
難
行

動
を
わ
か
り
や
す
く
伝
達
で

き
る
よ
う
心
掛
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
仮
ナ
ン
バ
ー
に
は

２
種
類
あ
る
が
、
違

い
は
。

　
○
建
設
課
長

仮
ナ
ン
バ
ー
に
は

臨
時
運
行
許
可
証
と
回
送
運

行
許
可
証
が
あ
り
ま
す
。

臨
時
運
行
許
可
証
と
は
、

当
該
自
動
車
の
試
運
転
・
新

規
登
録
・
新
規
検
査
・
継
続

検
査
等
、
運
行
期
間
や
目

的
・
運
行
経
路
な
ど
を
提
示

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ

れ
以
外
の
用
途
に
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

回
送
運
行
許
可
証
と
は
、

車
両
の
販
売
製
造
・
陸
送
・

分
解
整
備
等
の
業
務
に
必
要

な
車
両
の
回
送
の
た
め
地
方

運
輸
局
長
が
許
可
を
す
る
も

の
で
す
。

小
川
政
徳
議
員

　

　
　
仮
ナ
ン
バ
ー
の
車

は
自
賠
責
保
険
し
か

入
っ
て
い
な
い
の
か
。
ま
た

自
賠
責
保
険
の
補
償
額
は
。

　
○
建
設
課
長

回
送
運
行
に
つ
い

て
も
自
賠
責
保
険
に
加
入
は

し
て
お
り
ま
す
。

補
償
に
つ
い
て
は
人
身
事

故
に
限
ら
れ
、
障
害
の
場
合

は
被
害
者
１
人
に
つ
き
最
高

１
２
０
万
円
ま
で
。
後
遺
症

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

そ
の
障
害
の
程
度
に
よ
り
ま

す
が
被
害
者
１
人
に
つ
き
１

級
で
最
高
３
千
万
円
。
第
14

級
で
最
高
75
万
円
。
死
亡
し

た
場
合
に
つ
い
て
は
被
害
者

１
人
に
つ
き
最
高
３
千
万
円

ま
で
で
す
。

　
　

村
内
を
仮
ナ
ン

バ
ー
で
走
る
車
が
多

い
。
事
故
に
あ
っ
た
時
大
丈

　　

夫
な
の
か
と
不
安
な
声
が
あ

る
。
村
と
し
て
の
対
応
は
。

　
○
村
長

仮
ナ
ン
バ
ー
と
は
、

未
登
録
自
動
車
の
新
規
検
査
、

登
録
や
車
検
切
れ
自
動
車
の

継
続
検
査
を
受
け
る
た
め
、

運
輸
支
局
等
ま
で
運
行
す
る

場
合
な
ど
、
運
行
目
的
・
期

間
・
経
路
を
特
定
し
た
う
え

で
、
市
町
村
等
が
特
例
的
に

許
可
し
、
臨
時
運
行
許
可
番

号
標
を
貸
し
出
す
制
度
で
、

有
効
期
限
に
つ
い
て
は
、
１

回
の
貸
し
出
し
に
つ
き
１
度

き
り
の
運
行
に
限
っ
て
の
も

の
で
す
。

仮
ナ
ン
バ
ー
の
貸
し
出
し

に
は
自
賠
責
保
険
の
加
入
の

確
認
を
受
け
、
許
可
さ
れ
た

車
両
が
運
行
を
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
予
防
対
策
と
し

て
、
回
送
運
行
車
両
が
多
数

出
入
り
す
る
と
思
わ
れ
る
愛

知
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工

組
合
へ
出
向
き
、
回
送
運
行

に
か
か
る
適
正
運
行
に
つ
い

て
の
啓
発
依
頼
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
村

内
に
点
在
す
る
中
古
車
ヤ
ー

ド
へ
も
出
向
き
、
同
様
に
適

正
運
行
に
か
か
る
啓
発
用
の

ビ
ラ
の
配
布
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

Q�

仮
ナ
ン
バ
ー
と
は

啓
発
活
動
と
警
察
へ
の
取
り
締
ま
り

�

強
化
を
要
請
し
ま
す

日光川

仮ナンバー
4輪車全て（軽も含む）
総排気量251cc超の2輪

車両回送標
通称ディーラーナンバー
発行等の扱いは陸運局
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先
の
一
般
質
問
で
、

村
道
竹
之
郷
・
梅
之

郷
線
の
水
路
改
修
を
要
望
し

た
が
、
水
路
の
上
に
蓋
を
し

て
歩
道
と
し
て
利
用
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
土
地
改
良
区

だ
と
断
ら
れ
、
土
地
改
良
区

は
役
場
だ
と
言
う
。
行
政
と

し
て
コ
ン
ク
リ
の
蓋
で
ガ
タ

ガ
タ
い
う
の
を
歩
道
と
い
え

る
の
か
再
度
改
修
を
要
望
し

ま
す
。

　
数
年
前
に
工
区
理
事
さ
ん

と
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
西
側

に
続
く
水
路
改
修
の
陳
情
に

行
け
ば
、
農
業
用
水
路
と
し

て
作
っ
た
の
だ
か
ら
土
地
改

鈴
木
康
祐
議
員

　

良
区
、「
両
側
に
受
益
者
が

な
い
か
ら
う
ち
で
は
で
き
な

い
。」と
た
ら
い
回
し
、
揚
げ

句
草
が
生
い
茂
れ
ば
消
防
署

か
ら
草
刈
り
を
せ
よ
と
工
区

に
指
導
が
来
る
。

　
な
ぜ
役
場
と
土
地
改
良
区

の
間
で
、
住
民
が
振
り
回
さ

れ
て
泣
き
を
み
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
。
土
地
改
良
区

も
役
場
の
後
ろ
盾
が
な
け
れ

ば
事
業
が
成
り
立
た
な
い
の

だ
か
ら
、
し
っ
か
り
と
連
携

を
取
り
進
め
る
べ
き
だ
し
、

時
期
が
来
れ
ば
一
体
に
な
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
が
来

る
の
で
は
な
い
か
。

　
○
村
長

農
業
用
排
水
路
は

水
路
管
理
者
で
あ
る
飛
島
土

地
改
良
区
に
維
持
・
管
理
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
年
、

土
地
改
良
区
の
工
事
費
や
人

件
費
等
に
対
し
て
村
補
助
金

の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
事

業
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
土
地
改
良

区
か
ら
、
別
に
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
案
件
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
幹
線

１
号
名
四
南
側
で
の
不
法
投

棄
防
止
対
策
ネ
ッ
ト
の
設
置

を
実
施
し
、
本
年
度
は
、
竹

之
郷
36
号
線
始
点
部
か
ら
南

へ
の
側
溝
敷
設
に
よ
る
排
水

対
策
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、

土
地
改
良
区
と
打
合
せ
を
し

な
が
ら
、
随
時
工
事
を
進
め

て
い
く
計
画
で
す
。

ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
関
係
に
お
い
て
も
、

平
成
29
年
度
に
飛
島
広
域
委

員
会
が
発
足
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
交
付
金
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
農
業

用
排
水
路
な
ど
の
管
理
に
つ

い
て
も
お
願
い
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
竹
之
郷
地
内
の
地

下
道
は
、
絶
え
ず
地

下
水
が
湧
き
出
て
い
て
、
こ

れ
か
ら
の
時
期
何
と
も
言
え

な
い
悪
臭
と
、
ぬ
め
り
で
通

り
づ
ら
く
、
塩
分
を
含
ん
で

い
る
た
め
頻
繫
に
利
用
す
る

車
両
は
、
錆
び
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
以
前
か
ら
の
こ
の
湧
水
対

策
と
し
て
、
東
側
に
も
側
溝

を
と
要
望
し
ま
す
。

　
○
村
長

名
四
国
道
の
地
下

道
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
種
々
ご
意
見
を
頂
戴

し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に

８
カ
所
の
改
修
設
計
を
委
託

し
、
本
年
度
、
竹
之
郷
23
号

線
、
梅
之
郷
16
号
線
に
か
か

る
２
カ
所
の
地
下
道
に
つ
い

て
、
側
面
矢
板
の
防
錆
対
策

と
し
て
矢
板
塗
装
の
塗
り
替

え
工
事
、
浸
出
水
対
策
と
し

て
排
水
設
備
の
改
修
工
事
、

冠
水
対
策
と
し
て
地
下
道
へ

の
侵
入
に
か
か
る
注
意
喚
起

を
促
す
路
面
標
示
、
対
向
車

鈴
木
康
祐
議
員

　

Q
役
場
と
土
地
改
良
区
の
垣
根
を
な
く
せ

土
地
改
良
区
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る

Q 竹之郷地内の地下道の湧水対策を

地下道改修を順次実施します

健康の森南西の水路
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に
対
す
る
視
認
対
策
工
事
等

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
　

今
回
梅
之
郷
と
、

竹
之
郷
２
カ
所
で
工

事
を
す
る
と
の
こ
と
。

　
竹
之
郷
で
は
、
東
側
に
穴

を
あ
け
、
側
溝
を
敷
設
し
て

流
す
。
ま
た
矢
板
の
錆
び
を

取
り
塗
装
を
し
、
路
面
を
削

り
緩
や
か
な
勾
配
と
反
対
が

見
え
る
よ
う
に
す
る
と
同
時

に
、
車
両
感
知
の
電
光
板
を

つ
け
る
と
計
画
を
聞
き
ま
し

た
。

　
た
だ
、
こ
れ
に
は
私
は
考

え
方
が
違
い
、
別
の
地
下
道

で
は
道
幅
が
広
く
進
行
先
が

　

見
え
る
た
め
、
猛
ス
ピ
ー
ド

で
進
入
す
る
車
両
に
危
険
を

感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、

生
活
道
路
と
通
学
路
に
な
っ

て
い
る
こ
の
地
下
道
は
、
通

り
づ
ら
い
ほ
う
が
、
誰
も
が

注
意
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
て
通
る
の
で
、
対
面
を
見

や
す
く
す
る
よ
う
な
工
事
に

高
額
な
電
光
掲
示
板
は
、
地

元
の
人
た
ち
の
意
見
を
聞
き
、

慎
重
に
進
め
る
べ
き
と
求
め

ま
す
。

　
○
村
長

皆
様
方
の
ご
意
見

を
十
分
に
伺
い
な
が
ら
、
設

計
の
段
階
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

文
部
科
学
省
は
、

教
室
の
温
度
設
定
は

17
℃
か
ら
28
℃
ま
で
が
望
ま

し
い
と
文
科
初
１
８
１
７
号

で
通
知
が
あ
っ
た
が
、
飛
島

学
園
で
の
対
応
は
。

　
○
村
長

学
園
で
は
昨
年
ま

で
、
温
度
が
30
℃
を
超
え
た

と
き
に
28
℃
設
定
で
エ
ア
コ

ン
を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
28
℃
を
超
え
た

と
き
に
は
26
℃
設
定
で
エ
ア

コ
ン
を
入
れ
、
教
室
内
の
温

度
が
基
準
よ
り
上
昇
し
な
い

よ
う
に
温
度
を
計
測
し
、
対

応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
体
育
館
は
こ
の
基

準
に
適
合
し
て
い
る

か
。
避
難
所
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
れ
ば
国
か
ら
空
調
機

に
補
助
金
が
出
る
は
ず
だ
が
、

鈴
木
康
祐
議
員

　　

そ
れ
も
活
用
し
て
整
備
せ
よ
。

　
○
村
長

体
育
館
の
温
度
に

つ
い
て
は
再
度
調
査
し
、
空

調
設
備
が
必
要
で
あ
れ
ば
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

悪臭がする地下道

学
園
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

Q�

学
校
環
境
衛
生
基
準

基
準
に
準
じ
運
用
す
る

Q 名古屋環状２号線の�
� 完成を見据えた施策は

�避難所整備・聖苑への出入りが
� 容易となります

　
　
名
古
屋
環
状
２
号

線
は
平
成
32
年
度
に

加
藤
光
彦
議
員

　

工
事
が
完
成
し
、
全
線
が
完

成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
こ
と
を
見
据
え
て

本
村
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
以
下
の

３
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
梅
之
郷
地
区
の
一
時
避
難

所
は
国
道
３
０
２
号
線
沿
い

の
国
有
地
に
建
設
さ
れ
る
の

か
。

②
飛
島
大
橋
南
の
信
号
交
差

点
か
ら
飛
島
聖
苑
へ
の
進
入

道
路
は
、
い
つ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
整
備
さ
れ
る
の
か
。

③
全
線
開
通
を
飛
島
村
観
光

交
流
協
会
に
と
っ
て
好
機
と

捉
え
、
観
光
交
流
人
口
を
呼

び
込
む
施
策
を
行
っ
て
い
く

べ
き
で
は
。

　
名
古
屋
環
状
２
号
線
が
完

成
す
る
ま
で
約
２
年
と
な
っ

た
現
在
、
行
う
べ
き
手
続
き

や
準
備
に
万
全
を
期
し
て
施

策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
○
村
長

①
現
在
、
未
整
備
の

梅
之
郷
地
区
一
時
避
難
所
の

建
設
予
定
地
は
、
国
土
交
通

省
と
の
こ
れ
ま
で
の
協
議
で
、

高
速
道
路
高
架
下
か
ら
一
般
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部
側
道
に
面
し
た
敷
地
内
に

変
更
と
な
り
、
今
後
は
占
用

許
可
を
取
得
し
建
設
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
一
般
国
道
３
０
２
号「
飛

島
大
橋
南
」交
差
点
か
ら
飛

島
聖
苑
へ
の
進
入
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
交
差

点
東
側
を
国
土
交
通
省
が
プ

ラ
ン
ト
と
し
て
使
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
撤
去
時
に
進

入
路
を
整
備
し
、
返
還
す
る

こ
と
で
協
議
が
整
っ
て
い
ま

す
の
で
、
撤
去
予
定
の
平
成

33
年
度
に
整
備
が
完
了
し
た

後
は
国
道
３
０
２
号
の
側
道

を
迂
回
し
な
け
れ
ば
進
入
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も

の
が
解
消
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
村
と
し
て
は
、
観
光
交
流

人
口
を
取
り
込
む
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
観
光
誘
客
商
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
等
し
て
広

く
情
報
発
信
を
す
る
と
と
も

に
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
足
湯

を
中
心
と
し
た
観
光
拠
点
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
、
村
内
50

カ
所
に
整
備
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
が
ど
の

よ
う
に
運
用
さ
れ
る
の
か
。

　
今
回
整
備
さ
れ
る
防
犯
カ

メ
ラ
は
ど
ん
な
機
能
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
仮
に
事
件
発

生
直
後
、
犯
人
が
村
内
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
場
合
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
さ
れ
る
の
か
。

　
そ
の
他
に
防
犯
以
外
の
活

用
と
し
て
災
害
時
や
認
知
症

に
よ
る
徘
徊
者
の
捜
索
な
ど

に
も
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
可
能
か
。
一
方
で
求
め

ら
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管

理
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
つ
い
て
の
対
応
策
は
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
有
効
に
活

用
し
て
村
の
安
全
・
安
心
に

寄
与
で
き
る
よ
う
運
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め

加
藤
光
彦
議
員

　

に
は
今
回
整
備
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
で
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
を
事
前
に
村
全
体

で
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
○
村
長

村
内
50
カ
所
に
設

置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
と
、
役

場
並
び
に
画
像
デ
ー
タ
を
保

管
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を

専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接

続
し
、
万
が
一
、
犯
罪
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
迅
速
に

画
像
デ
ー
タ
を
警
察
に
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

事
件
の
早
期
解
決
及
び
次
の

被
害
防
止
が
図
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
な
ど
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
後
条
例
を
策
定
し
て
い
く

過
程
で
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
画
像
デ
ー
タ
は
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
の
管
理

と
し
、
外
の
防
犯
カ
メ
ラ
に

画
像
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
こ
と
に
十
分
な
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
村
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
、
捜
査
機

関
と
連
携
を
取
っ
て
、
こ
の

防
犯
カ
メ
ラ
で
犯
罪
の
抑
止

及
び
早
期
解
決
に
つ
な
が
る

よ
う
運
用
体
制
を
構
築
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工事が進む名古屋環状2号線

Q�

防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
を
問
う

条
例
制
定
の
た
め
十
分
な
検
討
を
行
う

防
犯
カ
メ
ラ
の
使
い
道
が
問
わ
れ
る

（
写
真
は
不
法
投
棄
の
監
視
カ
メ
ラ
）
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健
康
の
森
は
今
年

度
２
３
０
０
万
円
も

か
け
て
芝
桜
を
増
や
す
と
の

こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な
森
を

作
る
計
画
な
の
か
、
今
ま
で

に
足
湯
や
芝
桜
の
整
備
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
住

民
が
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
は
芝
桜
も
草
が
生

え
て
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
芝
桜
を
増
や
す

な
ら
ば
草
取
り
な
ど
の
管
理

を
き
ち
ん
と
す
べ
き
で
す
。

　
健
康
の
森
に
は
子
ど
も
が

遊
ぶ
遊
具
が
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
子
ど
も
た
ち
が
集

橋
本　
渉
議
員

　

ま
っ
て
来
る
よ
う
な
大
き
め

の
遊
具
を
設
置
す
べ
き
で
す
。

　
○
村
長

健
康
の
森
は
、
地

域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

し
、
幅
広
い
世
代
が
交
流
で

き
る
場
や
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で

も
、
健
康
増
進
の
た
め
健
康

遊
具
の
説
明
看
板
及
び
健
康

踏
み
石
の
設
置
、
ま
た
、
交

流
の
で
き
る
場
の
提
供
と
し

て
足
湯
並
び
に
芝
桜
を
植
栽

す
る
な
ど
、
健
康
の
森
の
整

備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。今

年
度
は
更
に
、
通
路
南

側
の
芝
桜
部
分
へ
の
補
植
及

び
植
栽
を
計
画
す
る
こ
と
に

よ
り
、
幅
広
い
世
代
の
方
の

憩
い
の
場
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
発

足
し
た
観
光
交
流
協
会
で
も
、

足
湯
付
近
で
賑
わ
い
が
で
き

る
場
所
に
な
る
よ
う
事
業
を

検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
と
併
せ
て
、
健
康
の
森

の
全
体
像
の
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
　
飛
島
村
の
プ
ー
ル

や
温
泉
は
多
く
の
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

橋
本　
渉
議
員

　

し
、
飛
島
村
の
住
民
の
利
用

者
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

で
す
。

　
プ
ー
ル
や
温
泉
の
利
用
は

健
康
増
進
に
も
な
り
医
療
費

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

健
康
増
進
の
た
め
に
は
週
に

２
～
３
回
は
利
用
す
る
の
が

い
い
の
で
す
。

　
プ
ー
ル
は
火
曜
日
が
村
民

デ
ー
で
安
く
な
っ
て
い
ま
す

が
普
段
は
５
０
０
円
必
要
で

す
。
温
泉
も
５
０
０
円
で
す
。

何
回
か
利
用
す
る
と
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
の
で
村
民

の
利
用
を
増
や
す
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
軽
減
を
考
え
る
べ

き
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
の
あ
る
時
に

回
数
券
を
割
引
し
て
販
売
す

べ
き
で
す
。

　
○
村
長

現
在
、
温
水
プ
ー

ル
、
ふ
れ
あ
い
温
泉
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
１
回
券
、
回

数
券
、
招
待
券
、
ふ
れ
あ
い

温
泉
に
お
い
て
は
会
員
券
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
内
、
回
数
券
は
10
回

分
の
料
金
で
12
回
利
用
で
き

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
招
待
券
は
、
村
民

や
村
内
企
業
従
業
員
数
に
対

し
一
人
１
枚
を
配
付
し
、
住

民
等
の
利
用
増
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
更
な

る
回
数
券
の
割
引
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

Q
健
康
の
森
は
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が�

�

利
用
で
き
る
公
園
に
せ
よ

健
康
の
森
の
全
体
像
の
検
討
を
進
め
る

健
康
の
森

Q プール・温泉の回数券を割引販売せよ

更なる回数券の割引は考えていない

温泉回数券

プール・温泉の
招待券
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一
　
般
　
質
　
問

　
　
観
光
交
流
協
会
が

発
足
し
た
が
、
豊
根

村
や
南
種
子
町
の
ほ
か
近
隣

市
町
村
と
の
交
流
に
限
ら
れ

て
い
る
。

　
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
る

自
治
体
と
の
交
流
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　
○
村
長

積
極
的
に
観
光
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
を

中
心
に
情
報
収
集
を
進
め
、

職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
交
流

を
深
め
連
携
を
し
て
い
き
ま

す
。 伊

藤
秀
樹
議
員

　

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
交
流
を
し
て
い

く
の
か
。

　
○
企
画
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
情
報
収
集
を
し
た
上
で
職

員
を
派
遣
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
私
は
、
石
川
県
輪

島
市
の
観
光
へ
の
取

り
組
み
が
活
発
で
よ
い
と
思

う
が
、
交
流
す
る
相
手
方
の

選
定
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。 　　

　
○
企
画
課
長

ご
教
示
い
た
だ
い

た
団
体
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
取
り
組
み
の
参
考
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
観
光
資
源
の
発
掘

は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
委
託
し
て
お
り
、

専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
し

て
情
報
収
集
を
し
て
い
き
ま

す
。

○
伊
藤
秀
樹
議
員

交
流
を
は
か
る
こ
と
は
大

切
で
あ
り
、
協
会
事
務
局
に

は
情
報
収
集
に
努
め
、
交
流

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。　

　
現
在
友
好
都
市
と

の
交
流
は
物
産
な
ど

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
一

般
村
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
も

伊
藤
秀
樹
議
員

　

必
要
と
思
う
が
村
の
考
え
は
。

　
○
村
長

現
在
は
物
の
交
流

が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
草
の
根
レ
ベ
ル
の

交
流
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。相

手
の
観
光
協
会
と
連
携

を
し
、
宿
泊
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
ま

す
。

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
補
助
制
度
を
考

え
て
い
る
か
。

　
○
企
画
課
長

現
時
点
で
は
１
泊

２
千
円
程
度
の
補
助
制
度
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

　
　
南
種
子
町
は
遠
方

な
た
め
２
千
円
の
宿

泊
補
助
の
ほ
か
交
通
費
補
助

も
必
要
と
思
う
。

　
○
企
画
課
長

ま
ず
は
宿
泊
費
の

補
助
制
度
を
構
築
し
た
後
、

交
通
費
に
係
る
補
助
の
妥
当

性
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
伊
藤
秀
樹
議
員

観
光
交
流
協
会
が
宿
泊
先

を
斡
旋
す
る
な
ど
、
使
い
や

す
い
制
度
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

Q
観
光
先
進
地
と
積
極
的
に
交
流
し
参
考
に
せ
よ

観
光
先
進
地
の
情
報
収
集
を
進
め
、
交
流
し
て
い
く

観光交流協会は役場2階企画課

▲豊根村のプレゼン　
▼南種子町のプレゼン

Q 友好都市と庶民レベルの交流を深めよ

宿泊費用の一部を補助する制度を創設する
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一
　
般
　
質
　
問

　
　
平
成
27
年
の
学
校

教
育
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
町
村
の
判
断
で
９
年

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
る
義
務
教

育
学
校
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
一
日
も
早
く
義
務
教

育
学
校
に
移
行
し
、
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
、

英
語
教
育
を
柱
に
し
た
飛
島

学
園
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
が
、
現
況
及
び
今
後
の
予

定
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

渡
邉
一
弘
議
員

　

　
○
村
長

平
成
32
年
４
月
の

義
務
教
育
学
校
の
開
校
を
目

指
す
と
表
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
４
・
３
・
２
の
体

制
に
つ
い
て
は
、
変
更
す
る

の
か
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

く
の
か
今
後
検
討
を
し
、
決

め
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
学
園
で
は
英
語
教

育
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先

取
り
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

夏
季
の
学
園
ア

リ
ー
ナ
の
使
用
は
暑

さ
指
数
で
管
理
し
て
い
て
、

31
℃
を
超
え
る
と
使
用
し
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
今
ま
で

に
29
℃
と
か
30
℃
に
な
っ
た

こ
と
は
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
年
々
温
暖
化
は
進
む
ば
か

り
で
す
。
今
夏
、
危
険
数
値

を
超
え
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
の
体
調
管
理

を
第
一
に
考
え
ら
れ
、
早
急

な
設
置
を
求
め
ま
す
。

　
○
村
長

体
育
館
の
自
然
換

渡
邉
一
弘
議
員

　

気
シ
ス
テ
ム
や
窓
下
に
設
置

さ
れ
て
い
る
通
風
窓
に
よ
り
、

風
通
し
に
つ
い
て
は
確
保
さ

れ
て
お
り
、
部
活
等
で
は
積

極
的
に
休
息
を
と
り
、
適
宜
、

水
分
補
給
を
行
う
な
ど
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
空
調
の
設
置
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
年

４
月
に
学
校
環
境
衛
生
基
準

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

体
育
館
の
現
状
に
つ
い
て
調

査
を
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ

て
は
今
後
空
調
を
設
置
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
改
め
て

検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q
義
務
教
育
学
校
を
目
指
せ

32
年
４
月
開
校
を
目
指
す

飛島学園体育館

Q 学園体育館に空調設備を

現状を調査し、検討をする

平成22年開校から10年。義務教育学校開校へ

平成21年12月学園内覧会

暑さ指数とは
熱中症予防を目的として提案された指標
で、単位は気温と同じ摂氏度（℃）で示さ
れるがその値は気温とは異なる。
暑さ指数（ＷＢＧＴ） 気温（参考）

31℃以上 35℃以上
28～31℃ 31～35℃
25～28℃ 28～31℃
21～25℃ 24～28℃
21℃未満 24℃未満
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・
時
期
は
い
つ
か
ら
。

・
改
修
内
容
は
ど
の

よ
う
に
す
る
か（
現
状
は
芝

が
張
っ
て
あ
る
）。

・
改
修
費
が
多
大
に
な
る
が

効
果
が
あ
る
か
否
か
。
見
直

す
こ
と
も
検
討
し
た
ら
ど
う

か
。

　
○
村
長

ふ
れ
あ
い
の
郷
に

お
け
る
交
流
の
充
実
を
図
る

た
め
、
平
成
25
年
度
に
植
栽

し
た
芝
桜
の
補
植
及
び
植
栽

地
の
拡
大
の「
地
被
植
栽
工

事
」を
今
年
度
に
計
画
し
て

い
ま
す
。

工
事
の
時
期
は
、
11
月
上

服
部
康
夫
議
員

　

旬
か
ら
来
年
２
月
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

改
修
内
容
は
、
健
康
の
森

芝
桜
部
分
へ
の
補
植
及
び
現

状
芝
生
等
の
と
こ
ろ
に
芝
桜

の
植
栽
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
撤
去
す
る
芝
生
は
、

村
の
運
動
広
場
等
へ
移
植
も

併
せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

工
事
費
は
、
当
初
予
算
に

２
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て

お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
の
発

注
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

○
民
生
部
長

撤
去
す
る
芝
生
の
移
植
、

健
康
の
森
を
利
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
等
の
取
組
及
び
工
事

費
を
含
め
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
・
期
間
は
。

・
ど
こ
を
ど
の
よ
う

な
工
法
で
修
繕
す
る
か
。

・
温
泉
で
よ
く
滑
る
人
が
多

い
。
対
策
は
。

・
年
間
定
期
を
購
入
の
人
の

工
事
期
間
中
の
対
応
を
。

　
○
村
長

改
修
工
事
の
期
間

は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
の
２
カ
月
間
で
す
。

そ
の
間
休
館
と
し
、
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
く
周

知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

服
部
康
夫
議
員

　

と
こ
ろ
で
す
。

工
事
内
容
は
、
シ
ャ
ワ
ー

部
分
及
び
そ
れ
に
係
る
配
管

等
の
修
繕
工
事
で
す
。

温
泉
の
タ
イ
ル
が
滑
る
こ

と
も
お
伺
い
し
て
い
ま
す
の

で
、
滑
り
止
め
対
策
を
す
る

予
定
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
会
員
券
を

購
入
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い

る
方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
る
全
員
の
方

に
工
事
期
間
の
２
カ
月
分
を

延
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
交

換
済
み
で
す
。

Q
健
康
の
森
改
修
工
事

健
康
の
森
の
利
活
用
を
含
め
、
改
修
工
事
を
進
め
る

健康の森に芝桜が増える

ふれあい温泉の洗い場

Q ふれあい温泉の修繕は

浴室内シャワー部分及びそれに係る
� 配管等の修繕工事を進める


